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２．委託事業実施状況報告 

 （１）実施体制  
   
  ①受託者 
    株式会社東京リーガルマインド 

公共企画課 

 

白取 尚広 

プロジェクト 

マネジメント課 

木﨑 隆 

プログラム案の策定 
オリジナル教材作成 

公共営業本部 

常務執行役員 

桑山 郁 

事業責任者 

実施高校の選定 
体験学習施設の選定 
当日の事業運営 

厚生労働省 

（社会保障担当参
事官室） 

連絡・調整 

実施高校 介護施設 

中野本社 
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学校名 
（所在地） 

国
公
私 

科 
学
年 

人
数 

充当教
科 

担当教諭・講師 
体験学習先 実施日 

講義 体験学習 

ルネサンス 

高等学校 
（茨城県久慈郡大
子町浅川1253） 

私 
普通
科 

混
合 

34
名 

家庭総
合・他
（スクー
リング） 

股野 廣 

（特定社会
保険労務
士） 

鴨志田立夫 
（久慈川荘 
施設長） 

久慈川荘 
（茨城県久慈
郡大子町） 

平成25
年2月1
日・2日 

明蓬館 

高等学校 
（東京都品川区北
品川5-12-4） 

私 
普通
科 

混
合 

9
名 

家庭総
合・他
（スクー
リング） 

市川恵子 
（社会保険
労務士） 

中澤建樹 
（晴楓ホーム 
施設長） 

晴楓ホーム 
（東京都品川
区） 

平成25
年2月7
日 

大阪市立大阪
ビジネスフロン
ティア高等学校 
（大阪市天王寺区
鳥ヶ辻2-9-26） 

公 

ｸﾞﾛｰ
ﾊﾞﾙ
ﾋﾞｼﾞ
ﾈｽ
科 

2
年 

18 
名 

ロング・
ホーム
ルーム
（進路
指導） 

市川恵子 
（社会保険
労務士） 

由井亜希子 
（四天王寺き
たやま苑 
介護長） 

四天王寺き
たやま苑 
（天王寺区） 

平成25
年3月2
日 

東京都立 
竹台高等学校 
（東京都荒川区 
東日暮里5-14-1） 

公 
普通
科 

2
年 

40
名 

政治経
済 

ロング・
ホーム
ルーム 

 

市川恵子 
（社会保険
労務士） 

加藤幹代 
（センター長） 

文京くすのき
の郷 
（文京区） 

平成25
年3月
19・21
日 

40
名 

梶原達郎 
（社会保険
労務士） 

林 
 

文京大塚み
どりの郷 
（文京区） 

40
名 

武井 薫 
（社会保険
労務士） 

藁科智久 
（事務統括） 

癒しの里南
千住 
（荒川区） 

40
名 

宮澤 誠 
（社会保険
労務士） 

谷口文貴 
（次長） 

特別養護老
人ホーム蔵
前（台東区） 

20
名 

和田初生 
（社会保険
労務士） 

平井里奈
（ホーム長） 

グランダ浅
草橋 
（台東区） 

20
名 

和田初生 
（社会保険
労務士） 

佐治貴子 
（特養生活相
談員） 

特別養護老
人ホーム台
東（台東区） 

20
名 

股野 廣 
（特定社会保
険労務士） 

小林秀行 
（施設長） 

サンハイム
荒川 
（荒川区） 

20
名 

股野 廣 
（特定社会保
険労務士） 

倉本三義 
（副施設長） 

特別養護老
人ホーム谷
中（台東区） 

②授業の実施校 
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 （２）学校の選定・調整過程 
 
  ①選定までの所要期間 
    ・ルネサンス・明蓬館・大阪ビジネスフロンティア高校 
     ⇒2ヶ月間（平成24年7月～9月） 
    ・竹台高校 
     ⇒2ヶ月間（平成24年10月～11月） 
 
  ②当該学校の選定に至った経緯 
   ・ルネサンス高校・明蓬館高校 
    ⇒弊社の大学事業において、学生募集などで協力いただいた高校の中から 
      選定した。 
   ・大阪ビジネスフロンティア高校 
    ⇒弊社が受託実施している「高校生就職ガイダンス事業」において、 
      実施に協力してくれた高校から、3校を候補としてピックアップ。 
      その後、電話連絡・訪問をし、実施を決定した。 
   ・竹台高校 
    ⇒都立普通科高校に電話かけをし、実施に前向きであった5校を訪問し、 
      スケジュール面で実施可能であった同校で決定した。 
       
  ③選定に当たり留意した点 
   ・当初、実施校が通信制高校や職業科高校に偏っているという検討会委員の 
    意見を受けて、新たに都立普通科高校を実施校に加えた。 
 
  ④選定・調整に当たり障害となった点 
   ・高校への打診の過程で、高校側からは以下のような指摘をいただいた。 
    ①学校行事が年間で決まっている為、年度途中で話をいただいても 
      実施は難しい。 
    ②介護施設への見学があるが、生徒全員を多数の施設に派遣するのは 
      移動中の交通安全など注意すべきリスクが多い。 
    その為、特に都立普通科高校の選定は難航した。 
    次年度以降の実施の際は、年度当初（理想は前年度中）に打診をし、 
    早めに実施を決定する必要があると思われる。  
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（３）体験活動連携先の選定、調整過程 
 
  ①選定までの所要期間 
    ・2ヶ月間（平成24年11月～12月） 
 
  ②当該連携先の選定に至った経緯 
   ・高校周辺の介護施設へ電話掛けを行い、受入を検討してくれた施設 
    には後日訪問し、選定した。 
   ・都立竹台高校がある荒川区に関しては、区の福祉推進課を訪問し、 
    区立の特別養護老人ホームに実施の協力を要請していただいた。 
    （今回の実施では「サンハイム荒川」が該当） 
 
  ③選定に当たり留意した点 
   ・なるべく高校に近い場所で選定するよう留意した。 
 
  ④選定・調整に当たり障害となった点 
   介護施設の選定においては、以下の点が障害となった。 
   ①プライバシー・院内感染（インフルエンザ・ノロウイルス）の観点から 
    受入を断られるケースが多かったこと 
   ②キャパシティの問題で、大人数（20名程度）の受入は難しいケースが 
    あったこと 
 
   実施時期については12月～2月の実施を避け、選定においても大人数の    
   受入が可能な施設を、余裕をもって探す必要があると感じた。 

「介護保険制度」を選定した思考過程について 
 
  ①具体事例の必要性 
    社会保障教育の導入には高校生にとって身近な具体事例を取り上げて    
    理解を促す必要性があると考えた。事例は、本事業の趣旨を鑑み、社会    
    保険（医療保険、年金保険、介護保険、雇用保険、労働保険）の中から 
    選定することが妥当と考えた。 
 
  ②介護保険制度の選定 
    社会保険の中でも、日常生活において高校生が家族などの身近な存在     
    として高齢者がいることから医療保険、年金保険、介護保険に着目した。     
    特に、介護保険は講義ばかりでなく、グループワークや体験学習などの     
    参加型学習を実施することにより教育効果が大きいと期待できるものが     
    と考え、介護保険制度を選定することにした。 
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 （４）社会保障教育プログラムの策定 
  ①策定者 
    弊社東京本部にて、プログラム策定責任者の下、弊社社員で策定。 
 
  ②策定に当たり参考にしたもの 
   ・講義 
     厚生労働省作成の指導マニュアルを参考 
 
   ・グループワーク 
     下記の資料から、社会保障や介護保険または介護そのものの 

     論点を引き出し作成。 

     ・アーネ・リンドクウィスト，ヤン・ウェステル 

      『あなた自身の社会 スウェーデンの中学教科書』新評論（2005） 
     ・社会保障教育 オフィス内田 

      『高校生・大学生・社会人の必須科目 社会保障』文芸社（2008） 
 

   ・体験学習 

     介護保険施設の見学がメインとなることから、福祉教育プログラムを参考に策定 

     ・東京都社会福祉協議会『大学と施設をつなぐ介護等体験プログラム』（2002） 
     ・静岡市社会福祉協議会 
      『福祉教育プログラム集【完全版】 わたしのしあわせ みんなのしあわせ』（2002） 
 
  ③策定に当たり留意した点 
    実施する高校、講師ともに初めての試みということもあり、 

    確実に社会保障教育について理解してもらうことを前提に策定した。 

    特にグループワークは高校教育ではあるが、社会保障や介護について考える、 

    議論することを優先し、講義の流れに応じて議論のテーマを変化させて良い 

    という柔軟性を残した。 
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（５）教材の作成・準備 
  ①作成者 
    教材作成は、プログラム策定の一貫としてとらえ、 
    プログラム策定責任者の下、弊社社員で作成した。 
 
  ②作成に当たり参考にしたもの 
   ・講義 
     厚生労働省作成の指導マニュアルを参考 

 

   ・グループワーク 

     ・厚生労働省ホームページ「介護保険とは」（2010） 
      http://www.mhlw.go.jp/topics/kaigo/gaiyo/hoken.html 

     ・厚生労働省『平成24年版 厚生労働白書』（2012） 
     さらに「地域性」を導き出すために、高校の地元にあたる自治体が作成した 

     「介護保険事業計画」の概要版やリーフレットなどを資料集として採用した。 

     また、厚生労働省検討会事務局から紹介いただいた中学生向けパンフレット 

     「地域で支える介護保険」（荒川区、2012）を採用させていただいた。 

     本書については，荒川区で中学校に出前授業の経験があるということから 

     活用方法について多大なアドバイスをいただき、作成の参考とした。 

 

   ・体験学習 

     ・東京都社会福祉協議会『大学と施設をつなぐ介護等体験プログラム』（2002） 
      ⇒教職員や生徒、講師が注意するポイントについて参考にした。 

     ・静岡市社会福祉協議会 

      『福祉教育プログラム集【完全版】 わたしのしあわせ みんなのしあわせ』（2002） 
      ⇒学習内容について参考にした。 
      
  ③作成・準備に当たり留意した点 
    「講義→グループワーク→体験学習」という「プランA」と、 「講義→体験学習→ 
    グループワーク」という「プランB」どちらにも対応できる教材が必要な為、 
    グループワークと体験学習が前後逆になっても学習が可能となるように 

    配慮した。 
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（６）授業の実施 

 
（１）日時 
     平成２５年２月１日（金） １５：００～１５：４５ 
（２）講師 
   股野 廣（特定社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
  ①政府の役割には、教育・社会保障・外交などがあることを理解する。 
  ②社会保障の役割と社会保険制度の基本的な考え方を理解し、 

収入と支出のバランス、社会保険料についての基本的知識を身につける。 
  ③社会保険料と税の違いについて考え、社会保険の特徴である「給付の権利性」について 

理解する。 
（４）使用教材 
  ①厚生労働省作成副教材「政府の役割と社会保障」（ワークシート、ファクトシート） 
  ②独自資料「わたしたちの生活と社会保険制度」 
（５）内容 

１限目（講義） 

展開 内 容 使用教材 

５分 オリエンテーション 
・講師自己紹介、趣旨・内容説明。 

10分 政府の役割について 
・歳入と歳出のバランスについて、「お小遣い」などを例に 
 わかりやすく説明。 

教材① 

１５分 社会保障の役割 
・政府の歳入・歳出同様、左右のバランスが大事であることを説明 
・社会保障制度は、老齢・病気・貧困などの様々なリスクから 
 国民生活の安定を守っていることを理解してもらう。 
・「自助」「公助」「共助」を適切に組み合わせて成立していることを 
 説明 

教材① 

１５分 税や社会保険料について 
・生徒が知っている税・社会保障を挙げさせ、内容について説明 
社会保障と税の違いについて 
・ワークシート4（１）の部下の提案では、保険料を払い続けるのに 
 給付を受けられない人をどうすればいいか、生徒に考えてもらう。 
・ワークシート4（２）について、生徒に考えてもらう。 

教材①② 

 
（１）所在地 ： 茨城県久慈郡大子町浅川1253 
（２）受講生徒 ： 単位制による広域通信制課程 普通科 
（３）受講生徒数 ： 35名 
（４）充当教科 ： 家庭総合・他（スクーリング） 
 
     
    

① ルネサンス高等学校（私立） 
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（１）日時 
     平成２５年２月１日（金） １５：５０～１６：３０ 
（２）講師 
   股野 廣（特定社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
   介護保険制度の仕組み・必要となった理由について理解する。 
   介護サービスにはどのようなものがあるか理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「グループワーク用レジュメ」 
  ②「みんなでささえる介護保険」（千葉県柏市作成の利用ガイド） 
（５）内容 

２限目（グループワーク） 

展開 内 容 使用教材 

1０分 家族構成の変化 
・高齢者をとりまく社会環境の変化について学習する。 

教材① 

１０分 介護保険制度とは 
・介護サービスの種類、高齢者とその家族の生活の変化について考え
てもらう。 

教材①② 

２０分 
 

グループワーク 
・6名ずつ6班に分かれ「介護保険制度を維持・充実するために 
 どのようにしたらよいか」グループワークを実施。 
・1班1分程度で発表 

教材①② 

 
（１）日時 
     平成２５年２月２日（土） １３：００～１６：００ 
（２）体験先施設名 
   特別養護老人ホーム久慈川荘（施設長：鴨志田立夫） 
（３）目的（ねらい）等 
  特別養護老人ホームを訪問し、介護の体験・施設の見学を行うことで、 
  介護保険制度の重要性について理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「施設見学用レジュメ」 
（５）内容 

３限目（体験授業・施設見学） 

展開 内 容 使用教材 

30分 高校から施設へ移動 

2０分 施設概要の説明（施設にて） 
・施設の概要・歴史などについて説明 

教材① 

30分 
 

施設見学 
・2班に分かれ、特養・デイサービスなどの各フロアーを見学 
・レクレーションなどに参加し、利用者の方と触れ合う 

教材① 
 
 

10分 質疑応答 教材① 

30分 施設から高校へ移動 
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（１）日時 
     平成２５年２月７日（木） １０：１０～１１：００ 
（２）講師 
   市川 恵子（社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
  ①政府の役割には、教育・社会保障・外交などがあることを理解する。 
  ②社会保障の役割と社会保険制度の基本的な考え方を理解し、 

収入と支出のバランス、社会保険料についての基本的知識を身につける。 
  ③社会保険料と税の違いについて考え、社会保険の特徴である「給付の権利性」について 

理解する。 
（４）使用教材 
  ①厚生労働省作成副教材「政府の役割と社会保障」（ワークシート、ファクトシート） 
  ②独自資料「わたしたちの生活と社会保険制度」 
（５）内容 

１限目（講義） 

展開 内 容 使用教材 

５分 オリエンテーション 
・講師自己紹介、趣旨・内容説明。 

1５分 政府の役割について 
・歳入と歳出のバランスについて、「お小遣い」などを例に 
 わかりやすく説明。 

教材① 

１５分 社会保障の役割 
・政府の歳入・歳出同様、左右のバランスが大事であることを説明 
・社会保障制度は、老齢・病気・貧困などの様々なリスクから 
 国民生活の安定を守っていることを理解してもらう。 
・「自助」「公助」「共助」を適切に組み合わせて成立していることを 
 説明 

教材① 

１５分 税や社会保険料について 
・生徒が知っている税・社会保障を挙げさせ、内容について説明 
社会保障と税の違いについて 
・ワークシート4（１）の部下の提案では、保険料を払い続けるのに 
 給付を受けられない人をどうすればいいか、生徒に考えてもらう。 
・ワークシート4（２）について、生徒に考えてもらう。 

教材①② 

 
（１）所在地 ： 東京都品川区北品川5-12-4 
（２）受講生徒 ： 単位制による広域通信制課程 普通科 
（３）受講生徒数 ： 9名 
（４）充当教科 ： 家庭総合・他（スクーリング） 
 
     
    

②明蓬館高等学校（私立） 

 

 

11 



 
（１）日時 
     平成２５年２月７日（木） １１：１０～１２：００ 
（２）講師 
   市川 恵子（社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
   介護保険制度の仕組み・必要となった理由について理解する。 
   介護サービスにはどのようなものがあるか理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「グループワーク用レジュメ」 
  ②「地域で支える介護保険」（東京県荒川区作成の利用ガイド） 
（５）内容 

２限目（グループワーク） 

展開 内 容 使用教材 

1５分 家族構成の変化 
・高齢者をとりまく社会環境の変化について学習する。 

教材① 

１５分 介護保険制度とは 
・介護サービスの種類、高齢者とその家族の生活の変化について考え
てもらう。 

教材①② 

２０分 
 

グループワーク 
・2班（男性・女性）に分かれ「介護サービスはどのようなものがよいか」
グループワークを実施。 
・1人2分程度で発表 

教材①② 

 
（１）日時 
     平成２５年２月７日（木） １３：００～１５：００ 
（２）体験先施設名 
   特別養護老人ホーム晴楓ホーム（施設長：中澤建樹） 
（３）目的（ねらい）等 
  特別養護老人ホームを訪問し、介護の体験・施設の見学を行うことで、 
  介護保険制度の重要性について理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「施設見学用レジュメ」 
（５）内容 

３限目（体験授業・施設見学） 

展開 内 容 使用教材 

30分 高校から施設へ移動 

2０分 施設概要の説明（施設にて） 
・施設の概要・歴史などについて説明 

教材① 

30分 
 

施設見学 
・特養・デイサービスなどの各フロアーを見学 
・レクレーションなどに参加し、利用者の方と触れ合う 

教材① 
 
 

10分 質疑応答 教材① 

30分 施設から高校へ移動 
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（１）日時 
     平成２５年３月２日（土） １０：３０～１１：２０ 
（２）講師 
   市川 恵子（社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
  ①政府の役割には、教育・社会保障・外交などがあることを理解する。 
  ②社会保障の役割と社会保険制度の基本的な考え方を理解し、 

収入と支出のバランス、社会保険料についての基本的知識を身につける。 
  ③社会保険料と税の違いについて考え、社会保険の特徴である「給付の権利性」について 

理解する。 
（４）使用教材 
  ①厚生労働省作成副教材「政府の役割と社会保障」（ワークシート、ファクトシート） 
  ②独自資料「わたしたちの生活と社会保険制度」 
（５）内容 

１限目（講義） 

展開 内 容 使用教材 

１０分 オリエンテーション 
・学校教諭から、医療系就職の際の心構えの説明。 
・その根幹として「社会保障制度」があることを説明、LEC講師の紹介 
・講師自己紹介、趣旨・内容説明。 

１０分 政府の役割について 
・歳入と歳出のバランスについて、「お小遣い」などを例に 
 わかりやすく説明。 

教材① 

１５分 社会保障の役割 
・政府の歳入・歳出同様、左右のバランスが大事であることを説明 
・社会保障制度は、老齢・病気・貧困などの様々なリスクから 
 国民生活の安定を守っていることを理解してもらう。 
・「自助」「公助」「共助」を適切に組み合わせて成立していることを 
 説明 

教材① 

１５分 税や社会保険料について 
・生徒が知っている税・社会保障を挙げさせ、内容について説明 
社会保障と税の違いについて 
・ワークシート4（１）の部下の提案では、保険料を払い続けるのに 
 給付を受けられない人をどうすればいいか、生徒に考えてもらう。 
・ワークシート4（２）について、生徒に考えてもらう。 

教材①② 

 
（１）所在地 ： 大阪市天王寺区烏ヶ辻2-9-26 
（２）受講生徒 ： グローバルビジネス科 2学年 
（３）受講生徒数 ： 18名（医療系の進学を希望） 
（４）充当教科 ： ロング・ホームルーム（進路指導） 
 
     
    

③ 大阪ビジネスフロンティア高等学校（公立） 
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（１）日時 
     平成２５年３月２日（土） １１：３０～１２：２０ 
（２）講師 
   市川 恵子（社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
   介護保険制度の仕組み・必要となった理由について理解する。 
   介護サービスにはどのようなものがあるか理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「グループワーク用レジュメ」 
  ②「地域で支える介護保険」（東京県荒川区作成の利用ガイド） 
（５）内容 

２限目（グループワーク） 

展開 内 容 使用教材 

1０分 家族構成の変化 
・高齢者をとりまく社会環境の変化について学習する。 

教材① 

１０分 介護保険制度とは 
・介護サービスの種類、高齢者とその家族の生活の変化について考え
てもらう。 

教材①② 

２０分 
 

グループワーク 
・6名ずつ3班に分かれ「介護サービスはどのようなものがよいか」グ
ループワークを実施。 
・1班2分程度で発表 

教材①② 

 
（１）日時 
     平成２５年３月２日（土） １３：１５～１４：４０ 
（２）体験先施設名 
   四天王寺きたやま苑（介護長：由井亜希子） 
（３）目的（ねらい）等 
  特別養護老人ホームを訪問し、介護の体験・施設の見学を行うことで、 
  介護保険制度の重要性について理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「施設見学用レジュメ」 
（５）内容 

３限目（体験授業・施設見学） 

展開 内 容 使用教材 

１0分 高校から施設へ移動 

2０分 施設概要の説明（施設にて） 
・施設の概要・歴史などについて説明 

教材① 

30分 
 

施設見学 
・特養・デイサービスなどの各フロアーを見学 
・レクレーションなどに参加し、利用者の方と触れ合う 

教材① 
 
 

10分 質疑応答 教材① 

１0分 施設から高校へ移動 
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（１）日時 
     平成２５年３月１９日（火） １０：４５～１１：３５ 
（２）講師 
   １組：市川 恵子（社会保険労務士・LEC専任講師） 
   ２組：梶原 達郎（社会保険労務士・LEC専任講師） 
   ３組：武井 薫（社会保険労務士・LEC専任講師） 
   ４組：和田 初生（社会保険労務士・LEC専任講師） 
   ５組：股野 廣（特定社会保険労務士・LEC専任講師） 
   ６組：宮澤 誠（社会保険労務士・LEC専任講師） 
（３）目的（ねらい）等 
  ①政府の役割には、教育・社会保障・外交などがあることを理解する。 
  ②社会保障の役割と社会保険制度の基本的な考え方を理解し、 

収入と支出のバランス、社会保険料についての基本的知識を身につける。 
  ③社会保険料と税の違いについて考え、社会保険の特徴である「給付の権利性」について 

理解する。 
（４）使用教材 
  ①厚生労働省作成副教材「政府の役割と社会保障」（ワークシート、ファクトシート） 
  ②独自資料「わたしたちの生活と社会保険制度」 
（５）内容 

１限目（講義） 

 
（１）所在地 ： 東京都荒川区東日暮里5-14-1 
（２）受講生徒 ： 普通科 2学年6クラス 
（３）受講生徒数 ： 240名 
（４）充当教科 ： 政治経済、ロング・ホームルーム 
 
     
    

④ 東京都立竹台高等学校（公立） 

展開 内 容 使用教材 

５分 オリエンテーション 
・講師自己紹介、趣旨・内容説明。 

10分 政府の役割について 
・歳入と歳出のバランスについて、「お小遣い」などを例に 
 わかりやすく説明。 

教材① 

１５分 社会保障の役割 
・政府の歳入・歳出同様、左右のバランスが大事であることを説明 
・社会保障制度は、老齢・病気・貧困などの様々なリスクから 
 国民生活の安定を守っていることを理解してもらう。 
・「自助」「公助」「共助」を適切に組み合わせて成立していることを 
 説明 

教材① 

１５分 税や社会保険料について 
・生徒が知っている税・社会保障を挙げさせ、内容について説明 
社会保障と税の違いについて 
・ワークシート4（１）の部下の提案では、保険料を払い続けるのに 
 給付を受けられない人をどうすればいいか、生徒に考えてもらう。 
・ワークシート4（２）について、生徒に考えてもらう。 

教材①② 
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（１）日時 
     平成２５年３月１９日（火） １１：４５～１２：２５  討議 
   平成２５年３月２１日（木） ０８：４５～０９：０５  発表 
（２）講師 
   講義と同様 
（３）目的（ねらい）等 
   介護保険制度の仕組み・必要となった理由について理解する。 
   介護サービスにはどのようなものがあるか理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「グループワーク用レジュメ」 
  ②「地域で支える介護保険」（東京県荒川区作成の利用ガイド） 
（５）内容 

２限目（グループワーク） 

展開 内 容 使用教材 

２０分 家族構成の変化（19日実施） 
・高齢者をとりまく社会環境の変化について学習する。 

教材① 

２０分 介護保険制度とは（19日実施） 
・介護サービスの種類、高齢者とその家族の生活の変化について考え
てもらう。 

教材①② 

２０分 
 

グループワーク（21日実施） 
・6名ずつ6班に分かれ「介護サービスはどのようなものがよいか」グ
ループワークを実施。 
・1班2分程度で発表。その後講評 

教材①② 
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（１）日時 
     平成２５年３月２１日（木） １０：３０～１１：３０ 
（２）体験先施設名 
   １･２組（Aグループ）：文京くすのきの郷（センター長：加藤幹代） 
   １･２組（Bグループ）：文京大塚みどりの郷 
   ３組          ：癒しの里南千住（事務統括：藁科智久） 
   ４組（Aグループ）  ：グランダ浅草橋（ホーム長：平井里奈） 
   ４組（Bグループ）  ：特別養護老人ホーム台東（特養生活相談員：佐治貴子） 
   ５組（Aグループ）  ：サンハイム荒川（施設長：小林秀行） 
   ５組（Bグループ）  ：特別養護老人ホーム谷中（副施設長：倉本三義）    
   ６組          ：特別養護老人ホーム蔵前（次長：谷口文貴） 
（３）目的（ねらい）等 
  特別養護老人ホームを訪問し、介護の体験・施設の見学を行うことで、 
  介護保険制度の重要性について理解する。 
（４）使用教材 
  ①オリジナル教材「施設見学用レジュメ」 
（５）内容 

３限目（体験授業・施設見学） 

展開 内 容 使用教材 

６０分 高校から施設へ移動 
（各クラス（グループ）ごとに、高校担任・副担任及び 
 弊社講師・スタッフがついて生徒を引率） 

2０分 施設概要の説明（施設にて） 
・施設の概要・歴史などについて説明 

教材① 

30分 
 

施設見学 
・特養・デイサービスなどの各フロアーを見学 
・レクレーションなどに参加し、利用者の方と触れ合う 
・一部施設では、車イス体験などの体験学習を行う。 

教材① 
 
 

10分 質疑応答 教材① 

６０分 施設から高校へ移動 
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（７）アンケートの集計結果 
  ①ルネサンス高等学校 
   ・生徒用 （計34名） 
   ・教諭・授業を実施した講師用 （計4名） 
   ・体験活動訪問先職員用（計1施設） 
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②明蓬館高等学校 
   ・生徒用 （計8名） 
   ・教諭・授業を実施した講師用 （計4名） 
   ・体験活動訪問先職員用（計1施設） 
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 ③大阪ビジネスフロンティア高等学校 
   ・生徒用 （計14名） 
   ・教諭・授業を実施した講師用 （計2名） 
   ・体験活動訪問先職員用（計1施設） 
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④都立竹台高等学校 
   ・生徒用 （計149名） 
   ・教諭・授業を実施した講師用 （計5名） 
   ・体験活動訪問先職員用（計6施設） 
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３．授業の実施結果の検証 
 
 （１）生徒の関心・理解に繋がった点 
    【講義】 
    「政府の役割と社会保障」のワークシートをそのまま使用した場合、 
    難易度が難しく生徒が理解しきれないことが予想された為、 
    以下のようなわかりやすい説明・進行を心がけた。 
     ①政府の歳入・歳出を「お小遣い」を例にわかりやすく説明した。 
     ②生徒が知っていると思われる事項（税の種類など）については 
        生徒に答えさせ、生徒の関心を惹きつけられるようにした。 
 
    【グループワーク】 
     ①柏市や荒川区の介護保険に関するガイドブックを使用することで、 
        特に介護サービスの種類等について、具体的に理解させることができた。 
     ②学校によっては設問のレベルを下げるなど、柔軟に対応したことで、 
        生徒の消化不良を起こさせないように工夫した。 
 
    【体験学習（施設見学）】 
     時間や人数の関係上、「体験学習」を行う時間が限られていた為、 
     利用者と話やゲームをしたり、利用者の居室にも入る時間を設けるなど 
     することで、体験と同等の成果が得られるようにした。 
 
    【アンケートより】 
     ・施設見学はすごくよかったと思います。 
     ・実際に施設に行き、その現状を知ることで、これから近い将来にある高齢化 
        社会について、どうすれば良いのかというのを改めて考えなければならない 
        問題だと思いました。 
     ・授業を受ける前は、社会保障制度というものを全然理解していなかったが 
      （中略）介護施設や病院など、その制度があるから安全に生きることが 
      出来ると改めて思った。 
     ・保険にも様々なものがあり、介護にも色々な方法があり、 
      その人の状態に合わせて介護してもらえるということが分かった。 
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（２）問題点・改善点 

   ①グループワークの設問が抽象的なものが多く、 

    「結局何が正解なのか」がわからないという意見が出た。 

    ⇒社会保障を扱っている以上、このような設問になるのはやむを得ない 

       部分もあるが、答えがはっきりしている設問も交えた方がよいと思われる。 

 

   ②提供されたワークシートのレベルが高い 

    ⇒社会保障をゼロから学習するにはレベルが高いと思われる。 

       もう尐し、内容量やレベルをおさえたシートにすべきと考える。 

 

   ③弊社専任講師が担当した為、日頃の生徒の様子・コミュニケーションを 

     踏まえたうえでの講義ができない。 

    ⇒高校とプログラム内容を共有することで、学校教諭に講義をさせる 

       パターンでも実施すべきと考える。 

 

   ④施設担当者との連携不足 

    ⇒施設担当者とは事前の打合せを行っているが、どうしても当該プログラム 

       の主旨（単に施設の見学ということではなく、社会保障制度の理解の一環 

       として、という部分）が伝わっておらず、講義・グループワークと内容が 

       断絶してしまった部分があった。 

       講義・グループワークの内容を簡潔にまとめた資料などを作成した上で、 

      より綿密に打合せを行なっておけば、解決できたと考える。 
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 ４．社会保障教育の全国展開・定着に向けた考察 
 
 （１）現状の課題 
 
    ・現在の厚生労働省ワークシートは分量が多く、内容のレベルも高い 
     ⇒プログラム上、50分で学習する時間配分としたが、分量が多い、 
       資料のレベルが高い等の理由で、全て消化するのは困難であった。 
       内容も冒頭から「歳入」「歳出」など難しい言葉もあり、 
       全ての生徒に対応するには難しい内容と考えます。 
    
    ・体験活動受入先を探すのが困難、手間がかかる。 
     ⇒介護老人施設の場合、体験自体の受入を嫌がられるケースが多い。 
        また、受入を認めて頂いたとしても、受入人数が多くても15～20名ほどで 
        学年全体の実施の場合、選定がかなり困難となります。 
    
    ・当該年度になってから日程を決めるのでは遅い。 
     ⇒多くの高校では前年中に様々な行事の年間スケジュールを決めております。 
        当該年度になってから日程の打診などをしても、空いているスケジュールが 
       ない場合が多く、日程を決めるのが困難となります。 
 
 （２）提案 
 
    ・字体を大きく、わかりやすい内容のテキストの作成 
     ⇒①身近な具体例から入り、段階を踏んで社会保障制度が理解できる 
        内容とする。 
       ②字体も大きいフォントとし、生徒の興味をひくようなレイアウトとする。 
 
    ・施設での体験にこだわらず、施設担当者を学校に招いての授業など 
      多彩な形態による実施 
     ⇒施設の様子などはビデオなどを見てもらうことでイメージしてもらう。 
 
    ・当該事業の目的・内容が一目でわかるような資料の作成 
     ⇒実施高校や受入れ先施設を選定する際、 
       スムーズに説明を進める為のツールとして使用する。 
      （特に「厚生労働省の受託事業であること」が記載されていると 
       受入の交渉がスムーズに進められる） 
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